
(57)【要約】

【課題】薄膜電子回路を転写するに際し、接着と剥離の

作業による薄膜電子回路へのダメージを最小限にして、

十分な接着強度と適度な硬さを有した接着剤を用いる。

【解決手段】薄膜電子回路の作製に必要な単層または複

数の層からなる膜構造と転写先の基体とをガラス転移温

度が100℃以上、150℃以下、吸水率が0.1%以下、引っ張

りせん断強さ10N/mm2以上、T型剥離接着強さ1N/mm2以上

、線膨張率1.0×10-4以下であることを特徴とするエポ

キシ系あるいはアクリル系接着層の単層のみか、または

当該エポキシ系あるいはアクリル系接着層の上にシリコ

ーン樹脂、アクリル変成シリコーン樹脂あるいはエポキ

シ変成シリコーン樹脂材料からなる弾性層を伴った機能

性基体でもって転写プロセスを行う。

【選択図】図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 一 の 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の 剥 離 層 、 そ の 上 に 薄 膜 電 子 回 路 あ る い は 電 子 回 路 素
子 あ る い は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 の 少 な く と も 一 つ を
有 し 、 当 該 膜 構 造 上 に 樹 脂 系 接 着 剤 を 用 い て 第 ２ の 基 体 を 接 着 し た 構 造 で あ る こ と を 特 徴
と す る 機 能 性 基 体 。
【 請 求 項 ２ 】
樹 脂 系 接 着 剤 は 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が 100℃ 以 上 で 200℃ 以 下 、 吸 水 率 が 0.1%以 下 、 引 っ 張 り
せ ん 断 強 さ 10N/mm 2 以 上 、 T型 剥 離 接 着 強 さ 1N/mm2以 上 、 線 膨 張 率 1.0× 10-4以 下 で あ る エ
ポ キ シ 系 樹 脂 あ る い は ア ク リ ル 系 樹 脂 系 接 着 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
機 能 性 基 体 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 エ ポ キ シ 系 あ る い は ア ク リ ル 系 接 着 剤 か ら な る 層 と 上 記 第 ２ の 基 体 の 間 に シ リ コ ー ン
樹 脂 、 ア ク リ ル 変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂 あ る い は エ ポ キ シ 変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂 の 弾 性 層 を 挿 入
し た 構 造 を も つ 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 機 能 性 基 体 。
【 請 求 項 ４ 】
基 体 と 、 こ の 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 一 層 ま た は ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム
膜 の 二 層 か ら な る 剥 離 層 と 、 こ の 剥 離 層 の 上 に 形 成 さ れ た 薄 膜 電 子 回 路 ま た は 電 子 回 路 素
子 ま た は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 と 、 当 該 膜 構 造 の 上 に
形 成 さ れ た 、 上 記 基 体 と は 異 な る 熱 膨 張 係 数 を 持 つ 単 層 あ る い は 複 数 の 層 か ら な る 接 着 層
と か ら な る 機 能 性 基 体 。
【 請 求 項 ５ 】
第 一 の 基 体 と 、 こ の 第 一 の 基 体 の 上 に 形 成 さ れ た 、 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ま た は ゲ ル マ ニ ウ
ム 膜 と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の 二 層 か ら な る 剥 離 層 と 、 こ の 剥 離 層 の 上 に 形 成 さ れ た 薄 膜 電
子 回 路 ま た は 電 子 回 路 素 子 ま た は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構
造 と 、 当 該 膜 構 造 の 上 に 第 一 の 基 体 と 異 な る 熱 膨 張 係 数 を 持 つ 単 層 あ る い は 複 数 の 層 か ら
な る 接 着 層 と 、 そ の 接 着 層 の 上 に 設 け ら れ た 第 二 の 基 体 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 機 能
性 基 体 。
【 請 求 項 ６ 】
第 一 の 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 一 層 ま た は ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の 二
層 か ら な る 剥 離 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 そ の 剥 離 層 の 上 に 薄 膜 電 子 回 路 あ る い は 電 子 回 路 素
子 あ る い は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 の 少 な く と も 一 つ を
形 成 す る 工 程 と 、 当 該 膜 構 造 上 に 第 一 の 基 体 と 異 な る 熱 膨 張 係 数 を 持 つ 単 層 あ る い は 複 数
の 層 か ら な る 接 着 層 を 形 成 す る 工 程 と か ら な る 、 機 能 性 基 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 一 の 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 一 層 ま た は ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の
二 層 か ら な る 剥 離 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 そ の 剥 離 層 の 上 に 薄 膜 電 子 回 路 あ る い は 電 子 回 路
素 子 あ る い は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 の 少 な く と も 一 つ
を 形 成 す る 工 程 と 、 当 該 膜 構 造 上 に 第 一 の 基 体 と 異 な る 熱 膨 張 係 数 を 持 つ 単 層 あ る い は 複
数 の 層 か ら な る 接 着 層 を 形 成 し て 機 能 精 基 体 を 製 造 す る 工 程 と 、 上 記 機 能 性 基 体 を 純 水 ま
た は 酸 溶 液 に 浸 漬 す る 工 程 と 、 上 記 機 能 性 基 体 の 温 度 を 変 化 さ せ て 上 記 機 能 性 基 体 か ら 上
記 剥 離 層 を 除 去 す る 工 程 と か ら な る 剥 離 層 除 去 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 に お い て 、 少 な く と も 40℃ 以 上 の 酸 溶 液 ま た は 純 水 中 ま た は そ れ ら の
蒸 気 中 で 上 記 機 能 性 基 体 を 浸 漬 す る 工 程 と 、 上 記 機 能 性 基 体 を 前 記 酸 溶 液 ま た は 純 水 ま た
は そ れ ら の 蒸 気 の 温 度 よ り も 少 な く と も 20℃ 以 上 温 度 を 下 げ て 上 記 機 能 性 基 体 の 温 度 を 変
化 さ せ る 工 程 か ら な る 剥 離 層 除 去 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 剥 離 層 除 去 方 法 に お い て 、 少 な く と も 40℃ 以 上 の 酸 溶 液 ま た は 純 水 中 ま た
は そ れ ら の 蒸 気 中 で 上 記 機 能 性 基 体 を 浸 漬 す る 工 程 と 、 上 記 機 能 性 基 体 を 前 記 酸 溶 液 ま た
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は 純 水 ま た は そ れ ら の 蒸 気 の 温 度 よ り も 少 な く と も 20℃ 以 上 温 度 を 下 げ て 上 記 機 能 性 基 体
の 温 度 を 変 化 さ せ る 工 程 を 複 数 回 繰 り 返 す こ と を 特 徴 と す る 剥 離 層 除 去 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 素 子 お よ び 回 路 を 形 成 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 単 結 晶 シ リ コ ン 表 面 に 形 成 さ れ る バ イ ポ ー ラ 及 び MOS型 ト ラ ン ジ ス タ は 良 好 な 特 性 を 有
し 、 広 く 電 子 デ バ イ ス を 構 成 す る 素 子 と し て 用 い ら れ て い る 。 さ ら に 、 現 在 で は 素 子 サ イ
ズ の 微 細 化 に 対 応 す る た め 、 シ リ コ ン 表 面 に 絶 縁 膜 を 介 し て 作 製 さ れ た 薄 膜 シ リ コ ン 上 に
ト ラ ン ジ ス タ が 作 製 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 素 子 形 成 は 熱 酸 化 法 等 １ ０ ０ ０ ℃ の 高 温 の 熱 処 理 プ ロ セ ス 技 術 を 基 本 と し て い
る 。 最 近 、 レ ー ザ 結 晶 化 、 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 等 比 較 的 低 温 で 、 多 結 晶 シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ (poly-Si TFT)又 は ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (a-Si:H TFT)が 作 製 で き
る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 比 較 的 低 温 と は い え 、 依 然 と し て 300℃ 以 上 の プ ロ セ ス 中 で
作 製 さ れ て い る 。 そ の た め 、 耐 熱 性 の あ る ガ ラ ス 基 板 上 に 作 製 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
ガ ラ ス 基 板 は 一 般 的 に 高 価 で 、 重 く て 、 割 れ や す い 欠 点 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 軽 量
で 、 安 価 で 、 か つ 多 少 の 変 形 に も 耐 え ら れ る 基 板 の 上 に ト ラ ン ジ ス タ を 始 め と す る 回 路 素
子 が 形 成 さ れ る 技 術 が 望 ま れ て い る 。 さ ら に は 、 大 画 面 直 視 型 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 回 路 へ
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 応 用 が 期 待 さ れ て お り 、 大 型 基 板 処 理 技 術 の 確 立 が 必 須 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 石 英 基 板 上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 等 の デ バ イ ス を 形 成 し 、 こ れ
を 耐 熱 性 の 低 い 樹 脂 性 の 基 板 上 に 転 写 す る 技 術 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 良 好 な 特 性 の 半 導 体 素 子 お よ び そ の 回 路 を 簡 単 な 工 程 で 、 低 温 か つ 高 精 度 に 基 体
上 に 形 成 す る こ と を 目 的 と し て 、 半 導 体 回 路 を 形 成 し た 膜 構 造 を 基 体 か ら 剥 離 す る た め の
剥 離 層 を 形 成 す る 技 術 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 大 口 径 の Si基 板 上 に 有 機 金 属 気 相 成 長 法 （ MOCVD法 ） を 用 い て 半 導 体 結 晶 を 形 成
す る に 際 し 、 こ の 半 導 体 層 と Si基 板 と の 間 に 除 去 層 を 介 在 さ せ 、 素 子 作 成 を 完 了 し た 後 に
、 エ ッ チ ン グ 等 に よ り 除 去 層 を 溶 解 さ せ て 、 半 導 体 層 を Si基 板 か ら 剥 離 す る 技 術 が 知 ら れ
て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ９ ７ ３ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － １ ３ ６ １ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し な が ら 、 従 来 の 剥 離 、 転 写 技 術 に お い て は 、 除 去 層 ま た は 剥 離 層 を エ ッ チ ン グ 等 に
よ っ て 除 去 す る の に か な り の 時 間 を 必 要 と し た 。 除 去 層 ま た は 剥 離 層 の 厚 み は 大 体 １ ０ ０
０ nm～ ２ ０ ０ ０ ０ nmで あ る が 、 基 板 と な る シ リ コ ン 基 盤 の 直 径 が ６ イ ン チ 、 ８ イ ン チ と な
る に 従 っ て 、 径 中 心 部 に ま で エ ッ チ ン グ 液 が 含 浸 す る の に 時 間 が か か る 。 例 え ば 、 酸 ま た
は 純 水 に よ っ て 、 わ ず か な 膜 厚 の 断 面 を 溶 出 し な が ら 剥 離 を 進 行 さ せ る と す れ ば 、 80℃ の
酸 を 用 い る 場 合 で も 剥 離 速 度 は 1μ m/s程 度 の た め 、 直 径 が ６ イ ン チ サ イ ズ の 基 板 で あ っ て
も 完 全 剥 離 に は 10時 間 以 上 要 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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一 方 、 剥 離 手 法 に よ る 転 写 技 術 に つ い て 、 転 写 元 で あ る 第 １ の 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム
又 は こ れ を 含 む 物 質 か ら な る 剥 離 層 を 形 成 し 、 そ の 上 部 に 薄 膜 電 子 回 路 ま た は 電 子 回 路 素
子 あ る い は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 又 は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 を 形 成 し 、 転 写 先 で あ
る 第 ２ の 基 体 を 当 該 膜 構 造 上 に 接 着 し 、 し か る 後 に 当 該 剥 離 層 中 の 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム を 除
去 す る こ と で 、 膜 構 造 を 別 の 基 体 に 転 写 す る 技 術 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 転 写 プ ロ セ ス で は 、 被 転 写 層 で あ る 薄 膜 電 子 回 路 あ る い は 電 子 回 路 素 子 あ る い は そ れ
ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 又 は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 を 第 ２ の 基 体 に 接 着 す る プ ロ セ ス が 含
ま れ て い る 。 そ の 際 に ど の よ う な 種 類 の 接 着 剤 を 使 用 す る か に よ っ て 、 転 写 プ ロ セ ス 中 に
お け る 被 転 写 層 へ の ダ メ ー ジ の 度 合 い が 異 な り 、 ひ い て は 転 写 プ ロ セ ス に よ る 被 転 写 層 の
歩 留 ま り に も 影 響 を 与 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 被 転 写 層 と 転 写 先 基 板 と の 接 着 力 の 向 上 を 図 り 、 純 水 ま た は 酸 溶 液 中 で の 転 写
プ ロ セ ス に お い て も 十 分 な 接 着 強 度 と 適 度 な 硬 さ を 伴 っ た 接 着 剤 を 用 い る こ と に よ っ て 、
薄 膜 電 子 回 路 素 子 に ダ メ ー ジ を あ た え る こ と な く 剥 離 し 、 良 好 な 特 性 を も つ 薄 膜 電 子 回 路
を 歩 留 ま り 良 く 、 耐 熱 性 の な い 基 板 上 に 転 写 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 ま た 、 本 発 明 は
被 転 写 層 と 転 写 先 基 板 と の 剥 離 を 従 来 に く ら べ 短 時 間 で 可 能 と す る こ と を 目 的 と し て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の 剥 離 層 、 そ の
上 に 薄 膜 電 子 回 路 あ る い は 電 子 回 路 素 子 あ る い は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の
層 か ら な る 膜 構 造 の 少 な く と も 一 つ を 有 し 、 当 該 膜 構 造 上 に 樹 脂 系 接 着 剤 を 用 い て 第 ２ の
基 体 に 接 着 し た 構 造 の 機 能 性 基 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 本 発 明 は 、 樹 脂 製 接 着 剤 と し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が 100℃ 以 上 、 150℃ 以 下 、 吸 水 率
が 0.1%以 下 、 引 っ 張 り せ ん 断 強 さ 10N/mm 2 以 上 、 T型 剥 離 接 着 強 さ 1N/mm2以 上 、 線 膨 張 率 1.
0× 10-4以 下 で あ る エ ポ キ シ 系 あ る い は ア ク リ ル 系 接 着 剤 で あ る こ と と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に は 、 本 発 明 は 、 上 記 機 能 性 基 体 に お い て 、 エ ポ キ シ 系 あ る い は ア ク リ ル 系 接 着 層
と 第 ２ の 基 体 の 間 に シ リ コ ー ン 樹 脂 、 ア ク リ ル 変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂 あ る い は エ ポ キ シ 変 成
シ リ コ ー ン 樹 脂 の 弾 性 層 を 挿 入 し た 構 造 を も つ 機 能 性 基 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 第 一 の 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 一 層 の み 、 あ る い は ゲ ル マ ニ ウ ム 膜
と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の 二 層 か ら な る 剥 離 層 を 有 し 、 そ の 上 に 薄 膜 電 子 回 路 あ る い は 電 子
回 路 素 子 あ る い は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 の 少 な く と も
一 つ を 有 し 、 当 該 膜 構 造 上 に 第 一 の 基 体 と 異 な る 熱 膨 張 係 数 を 持 つ 単 層 あ る い は 複 数 の 層
か ら な る 接 着 層 を 有 す る 機 能 性 基 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 第 一 の 基 体 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 一 層 の み 、 あ る い は ゲ ル マ ニ ウ ム
膜 と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の 二 層 か ら な る 剥 離 層 を 有 し 、 そ の 上 に 薄 膜 電 子 回 路 あ る い は 電
子 回 路 素 子 あ る い は そ れ ら の 作 製 に 必 要 な 単 層 ま た は 複 数 の 層 か ら な る 膜 構 造 の 少 な く と
も 一 つ を 有 し 、 当 該 膜 構 造 上 に 第 一 の 基 体 と 異 な る 熱 膨 張 係 数 を 持 つ 単 層 あ る い は 複 数 の
層 か ら な る 接 着 層 と そ の 接 着 層 の 上 に 第 二 の 基 体 を 有 す る 機 能 性 基 体 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 一 定 温 度 の 酸 ま た は 純 水 中 ま た は そ れ ら の 蒸 気 中 に て 上 記 機 能 性 基 体 を
保 持 す る 工 程 と 、 し か る 後 に 上 記 機 能 性 基 体 の 温 度 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 第 一 の 基 体
と 上 記 膜 構 造 上 の 接 着 層 と の 間 に せ ん 断 方 向 応 力 を 発 生 さ せ る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 、 機 能 性 基 体 か ら 上 記 剥 離 層 を 除 去 す る 方 法 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 上 記 剥 離 層 を 除 去 す る 方 法 に お い て 、 少 な く と も 40℃ 以 上 の 酸 あ る い
は 純 水 中 ま た は そ れ ら の 蒸 気 中 で 上 記 機 能 性 基 体 を 保 持 す る 工 程 と 、 上 記 機 能 性 基 体 を 前
記 剥 離 液 温 度 よ り も 少 な く と も 20℃ 以 上 温 度 を 下 げ て 保 持 す る 工 程 を 、 一 回 ま た は 複 数 回
繰 り 返 す こ と を 特 徴 と す る 剥 離 層 を 除 去 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 上 記 剥 離 層 を 除 去 す る 方 法 に お い て 、 上 記 接 着 層 の う ち 、 当 該 膜 構 造
上 に 直 接 接 す る 接 着 層 は シ ョ ア ー 硬 度 が 70以 上 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が 100℃ 以 上 、 200℃ 以 下
、 吸 水 率 が 0.1%以 下 、 引 っ 張 り せ ん 断 強 さ 10N/mm 2 以 上 、 熱 膨 張 係 数 1.0× 10 - 5 以 上 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 剥 離 層 を 除 去 す る 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 機 能 性 基 体 、 薄 膜 素 子 形 成 法 及 び 剥 離 層 を 除 去 す る 方 法 に よ れ ば 、 良 好 な
特 性 の 半 導 体 電 子 回 路 素 子 を さ ら に 歩 留 ま り 良 く 、 耐 熱 性 の 低 い 基 体 の 上 に 形 成 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 機 能 性 基 体 は 、 薄 膜 電 子 回 路 素 子 の 作 製 に 必 要 な 、 単 層 又 は 複 数 の 層 か ら な る
膜 構 造 と 、 そ れ ら を 支 持 す る 基 体 と の 間 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム か ら な る 剥 離 層 を 形 成 す る こ
と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 さ ら に 、 当 該 膜 構 造 を 別 の 基 体 に 接 着 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 機 能 性 基 体 は 、 薄 膜 電 子 回 路 素 子 の 作 製 に 必 要 な 、 単 層 又 は 複 数 の 層 か ら な る
膜 構 造 を 、 そ れ ら を 支 持 す る 基 体 か ら 少 な く と も 一 部 を 剥 離 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る
。 さ ら に 、 当 該 膜 構 造 を 別 の 基 体 に 接 着 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 機 能 性 基 体 は 、 薄 膜 電 子 回 路 素 子 の 作 製 に 必 要 な 、 単 層 又 は 複 数 の 層 か ら な る
膜 構 造 と 、 そ れ ら を 支 持 す る 基 体 と の 間 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 一 層 の み 、 あ る い は ゲ ル マ
ニ ウ ム 膜 と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 の 二 層 か ら な る 剥 離 層 を 形 成 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る
。 ま た さ ら に 、 当 該 膜 構 造 を 別 の 基 体 に 接 着 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 関 し て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 に か か る 機 能 性 基 体 （ 電 子 デ バ イ ス ） の 構 造 お よ び 製
造 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ (a)に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 機 能 性 基 体 は 、 第 一 の 基 体 で あ る 石 英 ま た は ガ ラ ス 基
板 １ の 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ が 形 成 さ れ る と と も に 、 更 に カ バ ー 膜 ３ が 形 成 さ れ 、 こ
の カ バ ー 膜 ３ の 上 に 膜 構 造 と し て の 薄 膜 デ バ イ ス ４ が 形 成 さ れ 、 そ の 薄 膜 デ バ イ ス 4の 上
面 に エ ポ キ シ あ る い は ア ク リ ル 系 接 着 樹 脂 ５ で 第 二 の 基 体 で あ る 転 写 先 基 板 ６ を 貼 り 付 け
た 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 続 い て 図 １ (b)に 示 す よ う に 、 浴 槽 ８ に 純 水 ま た は 酸 溶 液 ７ を 溜 め 、 そ の 中 に 図 １ (a)の
機 能 性 基 体 を 入 れ る 。 こ の よ う に す れ ば 、 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム が 端 部 か ら 純 水 ま た は 酸 溶 液
に よ っ て エ ッ チ ン グ が 開 始 さ れ 、 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム の 一 部 又 は 全 部 が 溶 解 す る 。 ま た 、 カ
バ ー 膜 ３ と エ ポ キ シ 接 着 層 ５ が 薄 膜 デ バ イ ス ４ と 強 く 接 着 さ れ て い る こ と に よ り 、 薄 膜 デ
バ イ ス ４ は 酸 溶 液 ７ の ダ メ ー ジ に 曝 さ れ る こ と が 無 い 。 こ れ に よ り 、 第 一 の 基 体 で あ る 絶
縁 性 基 板 １ か ら 薄 膜 デ バ イ ス ４ を 容 易 に 且 つ 歩 留 ま り 良 く 剥 離 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
「 実 施 例 １ 」
　 図 １ (a)に 示 す よ う に 、 6イ ン チ φ の 石 英 基 板 １ の 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ を 厚 さ １ μ
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ｍ 成 膜 し 、 更 に カ バ ー 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 膜 ３ を 厚 さ 0.2μ ｍ 成 膜 し 、 そ の 上 に ポ リ シ
リ コ ン 膜 か ら な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ を 形 成 し 、 そ の 上 部 に 加 熱 硬 化 型 エ ポ キ シ 接
着 剤 ５ を 薄 く 塗 布 し て ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム ６ を 貼 り 付 け た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム ２ は 、 ゲ ル マ ニ ウ ム を タ ー ゲ ッ ト と し て 、 ア ル ゴ ン と 酸 素 の 混
合 ガ ス を 用 い た ス パ ッ タ リ ン グ 法 で 成 膜 し た 。 ア ル ゴ ン 流 量 40sccm、 酸 素 流 量 20sccmの 条
件 に て 成 膜 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ は 、 熱 Ｃ Ｖ Ｄ 法 で 成 膜 し た ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン を エ キ
シ マ レ ー ザ ー 照 射 で 多 結 晶 化 し た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ベ ー ス と し て 作 成 し た 。
　 続 い て 図 1(b)に 示 す よ う に 、 浴 槽 ８ に 純 水 ７ を 溜 め 、 こ の 浴 槽 全 体 を 温 度 80℃ を 保 つ よ
う 加 熱 し た 。 実 際 の 加 熱 に は 浴 槽 と し て 耐 熱 ガ ラ ス で で き た ビ ー カ ー に 純 水 を 入 れ 、 そ の
中 に 図 １ (a)に 示 す 機 能 性 基 体 を 浸 漬 さ せ 、 ビ ー カ ー 全 体 を 湯 煎 に か け て 加 熱 し た 。 こ の
状 態 で お よ そ ４ 時 間 浸 漬 し た と こ ろ 、 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム は ほ ぼ 溶 解 し て 、 石 英 基 板 か ら Ｐ
Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 付 き 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ を 剥 離 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ を Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 基 板 上 ６ へ 転 写
し た 後 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 の 電 気 的 特 性 を 、 こ れ ら の 処 理 を し な い ガ ラ ス 基 板 上 の 初 期 の
ト ラ ン ジ ス タ 特 性 と を 比 較 し た と こ ろ 、 ほ と ん ど 差 が 無 く 、 良 好 な 特 性 を 有 す る 薄 膜 デ バ
イ ス を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
「 実 施 例 ２ 」
実 施 例 １ と 同 様 に 、 6イ ン チ φ の 石 英 基 板 １ の 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ を 厚 さ １ μ ｍ 成
膜 し 、 更 に カ バ ー 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 膜 ３ を 厚 さ 0.2μ ｍ 成 膜 し 、 そ の 上 に ポ リ シ リ コ
ン 膜 か ら な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ２ （ a） を 参 照 し て 説 明 す る 。
実 施 例 １ と 異 な る 点 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ の 上 部 に 熱 硬 化 型 エ ポ キ シ 接 着 剤 ５ を
ロ ー ラ ー で 極 薄 に 塗 布 し て 加 熱 硬 化 し た 後 、 さ ら に そ の 上 部 に 弾 性 接 着 剤 ５ １ を 薄 く 塗 り
転 写 先 基 板 と な る Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム ６ を 貼 り 付 け た 点 で あ る 。 　 剥 離 層 に 用 い た 酸 化 ゲ ル マ
ニ ウ ム お よ び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に つ い て は 実 施 例 １ で 示 し た も の と ま っ た く 同 じ 製 法 か つ
同 じ 条 件 で 作 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 機 能 性 基 体 を 、 80℃ の 純 水 中 に 浸 漬 さ せ た と こ ろ 、 ４ 時 間 後 に
酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム は ほ ぼ 溶 解 し て 、 石 英 基 板 か ら Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 付 き 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア
レ イ ４ を 剥 離 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ を Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 基 板 上 ６ へ 転 写 し
た 後 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 の 電 気 的 特 性 を 、 こ れ ら の 処 理 を し な い ガ ラ ス 基 板 上 の 初 期 の ト
ラ ン ジ ス タ 特 性 と を 比 較 し た と こ ろ 、 ほ と ん ど 差 が 無 く 、 良 好 な 特 性 を 有 す る 薄 膜 デ バ イ
ス を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 「 実 施 例 ３ 」
　 　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 関 し て 、 さ ら に 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
図 ２ は 、 本 発 明 の 第 三 の 実 施 の 形 態 に か か る 機 能 性 基 体 お よ び 電 子 デ バ イ ス の 製 造 方 法 を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ (a)に 示 す よ う に 、 石 英 ま た は ガ ラ ス 基 板 １ の 上 に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ 一 層 の み
、 あ る い は ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ １ と 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ の 二 層 か ら な る 剥 離 層 を 形 成 し 、
更 に カ バ ー 膜 ３ を 成 膜 し 、 そ の 上 に 薄 膜 デ バ イ ス ４ を 作 製 す る 。 そ の 後 、 薄 膜 デ バ イ ス ４

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-150223 A 2007.6.14



の 上 面 に エ ポ キ シ 接 着 剤 ５ を 、 薄 く 塗 布 し 硬 化 さ せ る 。 さ ら に そ の 上 部 に シ リ コ ー ン な ど
の 弾 性 接 着 剤 ５ １ を 用 い て 第 二 の 基 体 で あ る 転 写 先 基 板 ６ に 接 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 続 い て 図 ２ (b)に 示 す よ う に 、 エ ッ チ ン グ 浴 槽 ８ に 純 水 ま た は 酸 溶 液 ７ を 溜 め 、 そ の 中
に 図 ２ (a)に 示 す 機 能 性 基 体 を 入 れ る 。 純 水 ま た は 酸 溶 液 を 40℃ 以 上 に 保 ち 1～ 2時 間 浸 漬
す る と 、 図 ２ （ b） に 示 す よ う に 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ の 外 周 部 が 数 ミ リ 長 に わ た っ て 溶
出 し 、 そ の 部 分 の 剥 離 が 起 こ る 。 次 に 図 ２ (c)に 示 す よ う に 、 浴 槽 か ら 機 能 性 基 体 を 取 り
出 す と 、 80℃ か ら 室 温 に 温 度 が 変 化 す る の で 、 エ ポ キ シ 硬 化 層 ５ と 石 英 基 板 １ の 線 膨 張 率
の 違 い か ら 石 英 基 板 １ と エ ポ キ シ 接 着 層 ５ に 挟 ま れ た 薄 膜 構 造 部 に 引 っ 張 り 応 力 が 作 用 す
る 。 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ の 溶 出 が 進 行 し つ つ あ る 箇 所 に 、 こ の 力 が 作 用 す る と 溶 出 と 剥
離 が 急 速 に 進 行 す る 。 こ の と き 、 エ ポ キ シ 接 着 層 ５ は 比 較 的 硬 く 、 薄 膜 デ バ イ ス ４ と 強 く
接 着 さ れ て い る こ と に よ り 、 剥 離 プ ロ セ ス 中 に 薄 膜 デ バ イ ス ４ が ダ メ ー ジ を 受 け る こ と な
く 高 速 で 剥 離 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
「 実 施 例 ４ 」
　 図 ２ (a)に 示 す よ う に 、 6イ ン チ φ の 石 英 基 板 １ の 上 に ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ １ を 厚 さ 200nm
、 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ を 厚 さ １ μ ｍ 成 膜 し 、 更 に カ バ ー 膜 と し て 酸 化 シ リ コ ン 膜 ３ を 厚
さ 0.2μ ｍ 成 膜 し 、 そ の 上 に ポ リ シ リ コ ン 膜 か ら な る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ ４ を 形 成 し
た 。 そ の 上 部 に 加 熱 硬 化 型 エ ポ キ シ 接 着 剤 ５ を 薄 く 塗 布 し て ホ ッ ト プ レ ー ト 上 で 120℃ 、 0
.5hで 硬 化 さ せ た 。 最 後 に シ リ コ ー ン 接 着 剤 ５ １ を 用 い て 厚 さ 500μ mの ポ リ エ チ レ ン フ ィ
ル ム ６ を 接 着 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ １ お よ び 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ は 、 ゲ ル マ ニ ウ ム を タ ー ゲ ッ ト と し て
ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 成 膜 し た 。 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ １ に 対 し て は ア ル ゴ ン ガ ス （ 流 量 ：
40sccm） を 、 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ に 対 し て は ア ル ゴ ン と 酸 素 の 混 合 ガ ス （ ア ル ゴ ン 流 量
： 40sccm、 酸 素 流 量 ： 20sccm） を ス パ ッ タ ガ ス と し て 用 い た 。 ま た 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア
レ イ ４ は 、 熱 Ｃ Ｖ Ｄ 法 で 成 膜 し た ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン を エ キ シ マ レ ー ザ ー 照 射 で 多 結 晶
化 し た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ベ ー ス と し て 作 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 続 い て 図 ２ (b)に 示 す よ う に 、 温 度 の 制 御 が 可 能 な マ グ ネ ッ ト 攪 拌 器 の 浴 槽 ８ に 純 水 を
溜 め 、 温 度 80℃ を 保 つ よ う に 置 い た 。 そ の 中 に 図 ２ (a)の 機 能 性 基 体 を 浸 漬 さ せ た 。 500rp
mの 回 転 で 攪 拌 し な が ら 1時 間 30分 浸 漬 し た と こ ろ 、 基 板 外 周 部 付 近 の 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム が
溶 解 し た 。 上 記 機 能 性 基 体 を 80℃ の 純 水 中 か ら 取 り 出 し 25℃ の 純 水 に 浸 漬 し た と こ ろ 、 酸
化 ゲ ル マ ニ ウ ム 層 ２ の 溶 出 に 加 え て 、 下 層 の ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ １ も と こ ろ ど こ ろ 石 英 基 板
か ら 剥 が れ 、 き わ め て 短 時 間 で ダ メ ー ジ な く Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 付 き 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ
を 剥 離 で き た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 石 英 基 板 上 １ の 初 期 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 と 、 石 英 基 板 か ら 剥 離 し た Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 基 板
上 へ 転 写 し た 後 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 を 比 較 し た と こ ろ 、 ほ と ん ど 差 が 無 く 、 良 好 な 特 性 を
有 す る 薄 膜 デ バ イ ス を 提 供 で き た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
「 実 施 例 ５ 」
実 施 例 ４ と ま っ た く 同 じ 構 造 の 6イ ン チ φ の 石 英 基 板 1を ベ ー ス と し た 機 能 性 基 体 を 用 意 し
た 。 80℃ の 純 水 中 に 機 能 性 基 体 を 2時 間 浸 漬 さ せ て 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ の 外 周 部 を 数 ミ
リ 溶 出 し た 後 、 室 温 雰 囲 気 中 に 当 該 積 層 物 を 取 り 出 し 放 置 し て お い た 。 取 り 出 し 後 、 剥 離
が 自 発 的 に 進 み 、 2～ 3分 後 に Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 付 き 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ が 完 全 に 剥 離 し
た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 石 英 基 板 上 の 初 期 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 と 、 石 英 基 板 か ら 剥 離 し た Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 基 板 上
へ 転 写 し た 後 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 を 比 較 し た と こ ろ 、 ほ と ん ど 差 が 無 く 、 良 好 な 特 性 を 有
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す る 薄 膜 デ バ イ ス を 提 供 で き た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
「 実 施 例 ６ 」
実 施 例 ３ と ま っ た く 同 じ 構 造 の 6イ ン チ φ の 石 英 基 板 1を ベ ー ス と し た 機 能 性 基 体 を 80℃ の
純 水 中 に 30分 浸 漬 さ せ て 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ の 外 周 部 が 1mm前 後 溶 出 し た の を 確 認 後 、 2
5℃ の 純 水 中 に 浸 漬 さ せ て 酸 化 ゲ ル マ ニ ウ ム 膜 ２ が 大 部 分 溶 出 し た の を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ の 後 、 再 度 80℃ の 純 水 中 に 当 該 機 能 性 基 体 を さ ら に 30分 放 置 し 、 そ の 後 25℃ 純 水 に 浸 漬
し た と こ ろ Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 付 き 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ が 完 全 に 剥 離 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
石 英 基 板 上 の 初 期 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 と 、 石 英 基 板 か ら 剥 離 し た Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 基 板 上 へ
転 写 し た 後 の ト ラ ン ジ ス タ 特 性 と を 比 較 し た と こ ろ 、 ほ と ん ど 差 が 無 く 、 良 好 な 特 性 を 有
す る 薄 膜 デ バ イ ス を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 機 能 性 基 体 の 構 成 と す る こ と に よ り 、 優 れ た 特 性 を 持 つ 半 導 体 素
子 、 及 び そ の 回 路 が 、 種 々 の 材 料 か ら な る 基 体 上 へ 特 性 の 劣 化 な し に 転 写 す る こ と が 可 能
と な る 。 ま た 、 本 発 明 の 剥 離 方 法 を 用 い る こ と に よ り 、 従 来 よ り も 半 分 以 下 の 時 間 で 、 ダ
メ ー ジ を 与 え る こ と な く 薄 膜 電 子 回 路 素 子 を 石 英 基 盤 （ 基 体 １ ） か ら 剥 離 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お い て 、 第 一 の 基 体 上 １ に 剥 離 層 ２ 、 カ バ ー 膜 ３ 、 被 転 写 層 （ 薄 膜 電 子
回 路 素 子 ） ４ 、 接 着 層 ５ お よ び 第 ２ の 基 体 ６ の 順 に 積 層 さ れ た 機 能 性 基 体 及 び 剥 離 プ ロ セ
ス を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お い て 、 第 一 の 基 体 １ 上 に ゲ ル マ ニ ウ ム 層 ２ １ 、 剥 離 層 ２ 、 カ バ ー 膜 ３
、 被 転 写 層 （ 薄 膜 電 子 回 路 素 子 ） ４ 、 接 着 層 ５ 、 第 二 の 接 着 層 ５ １ お よ び 第 ２ の 基 体 ６ の
順 に 積 層 さ れ た 機 能 性 基 体 及 び 剥 離 プ ロ セ ス を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
１ 　 第 一 の 基 体
２ 　 剥 離 層
３ 　 カ バ ー 膜
４ 　 被 転 写 層
５ 　 接 着 層
６ 　 第 二 の 基 体
７ 　 純 水 ま た は 酸 溶 液
８ 　 エ ッ チ ン グ 浴 槽 （ ビ － カ ー ）
２ １ 　 ゲ ル マ ニ ウ ム 層
５ １ 　 第 二 の 接 着 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2007-150223 A 2007.6.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

